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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】外装要素を有する腕時計ケースにバンドを接続
するデバイスを提供する。
【解決手段】接続リンクによって腕時計ケース１にバン
ドを取り付けるための固定デバイスに関する。腕時計ケ
ース１は、ケース中間部と、少なくとも１対の突起２、
３と、及びケース裏部とを有し、接続リンクには、接続
リンクを腕時計ケース１に取り付けるための固定手段を
受ける通路１００がある。固定手段は、接続リンク内に
組み入れられ、通路１００内を動くことができるように
マウントされた２つのピボット１１、１２を通路１００
の長手軸に沿って離間している弾性戻し手段１３を有し
、各ピボット１１、１２は、圧縮位置と配置位置の間を
動くことができ、配置位置においては、ピボット１１、
１２が腕時計ケース１の各突起２、３に形成された穴１
０１、１０２の中に配置されるように設計されている。
【選択図】図２



(2) JP 2018-91843 A 2018.6.14

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　接続リンク（１０）によって腕時計ケース（１）にバンドを取り付けるための固定デバ
イスであって、
　前記腕時計ケース（１）は、ケース中間部（４）と、少なくとも１対の突起（２、３）
と、及びケース裏部（５）とを有し、
　前記接続リンク（１０）には、前記接続リンク（１０）を前記腕時計ケース（１）に取
り付けるための固定手段を受ける通路（１００）があり、
　前記固定手段は、前記接続リンク（１０）内に組み入れられ、前記接続リンク（１０）
内に弾性アーム（３２）を備えるケーシング（３０）を有する弾性戻し手段（１３）を有
し、
　前記弾性アーム（３２）は、前記通路内を動くことができるようにマウントされた２つ
のピボット（１１、１２）を前記通路（１００）の長手軸に沿って離間しており、
　各ピボットは、圧縮位置と配置位置の間を動くことができ、前記配置位置においては、
前記ピボット（１１、１２）が前記腕時計ケース（１）の各突起（２、３）に形成された
穴（１０１、１０２）の中に配置されるように設計されている
ことを特徴とする固定デバイス。
【請求項２】
　前記突起（２、３）にある前記穴（１０１、１０２）どうしは、第１の軸（Ａ）を形成
し、
　前記通路（１００）は、第２の軸（Ｂ）を形成し、
　前記第１の軸（Ａ）と前記第２の軸（Ｂ）は、必ずしも同軸でない
ことを特徴とする請求項１に記載の固定デバイス。
【請求項３】
　前記ピボット（１１、１２）は、円筒状の本体と円錐台状の頭部を有し、
　前記頭部は、前記腕時計ケース（１）の前記突起（２、３）のうちの１つにある穴（１
０１、１０２）と連係するように設計されている
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の固定デバイス。
【請求項４】
　前記穴（２、３）は、円筒状又は円錐台状の形である
ことを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の固定デバイス。
【請求項５】
　前記ピボット（１１、１２）は、円筒状の本体と、及び前記穴（１０１、１０２）に連
係するように設計された円筒状又は円錐台状の頭部とを有する
ことを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の固定デバイス。
【請求項６】
　前記ケーシング（３０）には、前記弾性アーム（３２）が変形することを容易にするギ
ャップ（３１）と、及び前記弾性アーム（３２）の移動距離を制限する制限止め（３３）
とがある
ことを特徴とする請求項１に記載の固定デバイス。
【請求項７】
　前記通路（１００）は、直円柱の形態である
ことを特徴とする請求項１～６のいずれかに記載の固定デバイス。
【請求項８】
　前記接続リンクは、プラスチック、セラミックス、複合材又は金属で作られている
ことを特徴とする請求項１～７のいずれかに記載の固定デバイス。
【請求項９】
　２対の突起（２、３）を有するケース中間部（４）によって作られたケースを有する腕
時計であって、
　前記２対の突起は、前記ケース中間部（４）と接続するための接続空間を定め、
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　当該腕時計は、請求項１～８のいずれかに記載の接続リンク（１０）を少なくとも１つ
有し、
　前記接続リンク（１０）は、前記接続空間に収容される
ことを特徴とする腕時計。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、金属のような硬質材料によって作られた外装要素を有する腕時計ケースにバ
ンドを接続するデバイスに関する。特に、本発明は、棒体を備える接続リンクであって、
これらの棒体と接続リンクの両方とも腕時計のケースにバンドを接続するように設計され
ているものに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来技術によって、ユーザーの手首に腕時計用バンドによって保持される腕時計が知ら
れている。このバンドは、皮革、織物、ゴム、プラスチック、セラミックス又は金属など
で作られ、腕時計ケースにある突起の対に、これらの突起の間などに固定された棒体を介
して接続される。
【０００３】
　このような態様にはいくつかの短所がある。特に、伝統的な棒体は、端を形成するいく
つかの小さなスライド用部品と、及び中央部にありばねを備え本体を形成しすべての部品
を一緒に保持するシリンダーとを有する。このことは、棒体は、設計上、堅固ではなく遊
びがあることを意味しており、これによって、これらのスライド用部品が互いに対して変
位するようにスライドすることができる（両端が円筒状の本体の内部に押し込まれる）。
【０００４】
　また、接続リンクは、ケースとバンドにある他のリンクとの間に位置し、この接続リン
クには、バンドを嵌めたり及び／又は外したりすることができるように横方向のギャップ
が必要である。これによって、棒体の保持品質がさらに落ちてしまう。
【０００５】
　結局、このようなセットアップには、腕時計ケースの突起の間の領域とバンドの接続リ
ンクとの間に目に見えるクリアランスがあり、このことによって、魅力的でなくなってし
まい、嵌合不良や製造品質が貧相であるかのような印象を与えてしまう。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、特に、これらの既知の技術の様々な短所を緩和することを目的とする。
【０００７】
　本発明は、特に、接続リンクとケースの間の境界領域において目に見えるクリアランス
をなくすことを目的とする。
【０００８】
　本発明の別の目的は、形成されている様々な部品の機械加工の許容誤差を緩くし、アセ
ンブリーを単純化することを可能にするアセンブリー（ケース－棒体－接続リンク）を提
供することである（本発明によると、接続リンクの棒体とケースの間の初期の位置合わせ
が正確である必要はない）。また、現在の標準的なシナリオにおけるように完全な同軸性
を確実にして、可動部品の組み合わせをなくすことによってクリアランスを減らし、棒体
を作る際の部品数を抑えることを容易にする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　これらの目的は、下の記載を読むことで明確になる他の目的とともに、本発明に係る腕
時計ケースにバンドを接続リンクによって取り付けるための固定デバイスを用いることに
よって達成される。この腕時計ケースは、ケース中間部、少なくとも１対の突起、及びケ
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ース裏部を有し、前記接続リンクには、前記腕時計ケースに取り付ける固定手段を受ける
通路がある。
【００１０】
　本発明によると、前記固定手段は、前記接続リンク内に組み入れられ、前記接続リンク
内に弾性アームを備えるケーシングを有する弾性戻し手段を有し、前記弾性アームは、前
記通路内を動くことができるようにマウントされた２つのピボットを前記通路の長手軸に
沿って離間しており、各ピボットは、圧縮位置と配置位置の間を動くことができ、前記配
置位置においては、前記ピボットが前記腕時計ケースの各突起に形成された穴の中に配置
されるように設計されている。
【００１１】
　本発明の他の有利な代替的な形態によると、以下の特徴を有する。
－　前記突起にある前記穴どうしは、第１の軸を形成し、前記通路は、第２の軸を形成し
、前記第１の軸と前記第２の軸は、必ずしも同軸でない。
－　前記ピボットは、円筒状の本体と円錐台状の頭部を有し、前記頭部は、前記腕時計ケ
ースの前記突起のうちの１つにある穴と連係するように設計されている。
－　前記穴は、円筒状又は円錐台状の形である。
－　前記ピボットは、円筒状の本体と、及び前記穴に連係するように設計された円筒状又
は円錐台状の頭部とを有する。
－　前記ケーシングは、前記弾性アームが変形することを容易にするギャップと、及び前
記弾性アームの移動距離を制限する制限止めとを有する。
－　前記通路は、直円柱の形態である。
－　前記接続リンクは、プラスチック、セラミックス、複合材又は金属で作られている。
【００１２】
　また、本発明は、特に、本発明に係る少なくとも１つの接続リンクとその棒体を有する
任意の計時器に関する。
【００１３】
　単純な説明用の例として与えられる本発明の特定の実施形態についての以下の説明を読
み添付の図面を検討することで、本発明の他の特徴及び利点が明確になるであろう。なお
、これに限定されない。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明に係る接続リンクを備える腕時計についての裏側から見た図である。
【図２】図１のＤ－Ｄにおける断面図である。
【図３】本発明に係る接続リンクが取り付けられた腕時計の縦方向の断面図である。
【図４】本発明に係る接続リンクの斜視図である。
【図５】本発明の別の実施形態に係るリンクの断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明は、接続リンクによって腕時計ケースにバンドを取り付けるための固定デバイス
に関し、腕時計ケースは、ケース中間部と、少なくとも１対の突起と、及びケースとを有
し、接続リンクには、接続リンクを腕時計ケースに取り付ける固定手段を収容する通路が
ある。
【００１６】
　本発明によると、固定手段は、接続リンク内に組み入れられ、弾性戻し手段によって形
成された棒体を有し、棒体は、通路内を動くことができるようにマウントされた２つのピ
ボットを通路の長手軸に沿って離間させ、各ピボットは、圧縮位置と配置位置の間を動く
ことができる。この配置位置においては、ケースの各突起に形成されたハウジング内にピ
ボットが配置されるように設計されている。
【００１７】
　図１は、腕時計ケース１とバンドを接続するように設計された接続リンク１０を示して
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いる。接続リンク１０は、全体が平行六面体の形であり、腕時計ケース１の突起２、３の
間にて遊びなしで収容されるように設計されている。接続リンク１０には、ケース１の突
起２及び３に対向するように配置されるように意図された２つの反対側の側面がある。他
の２つの反対側の側面のうちの一方の側面は、ケース１に対向するように配置され、他方
の側面は、バンド側となるように意図されている。この他方の側面には、バンドのストラ
ンドに接続リンク１０を接続する棒体を受けるように設計された取り付け手段がある。腕
時計ケース１に対向するように配置される側面は、ケース１の形に応じた形となっており
、したがって、ケース１と接続リンク１０の間のクリアランスを抑えるように構成してい
る。
【００１８】
　好ましいことに、接続リンク１０の裏側に開口が形成されており、これによって、接続
リンク１０に形成された通路内に収容された固定手段へのアクセスが可能になる。
【００１９】
　好ましいことに、着用者から見えないように、接続リンク１０の裏側の中央に開口２０
が位置している、図示したように、開口２０は、細長い形であるが、他の形も非常に良好
に適合することができる。この開口２０を、例えば、ゴムフラップによって隠して、異物
が開口２０を介してハウジング１００に留まることがないようにすることができる。
【００２０】
　本発明の１つの特定の実施形態によると、接続リンク１０は、弾性戻し手段を置き換え
るようにはたらく弾性アーム３２を備えるケーシング３０を有する。このようなケーシン
グ３０は、リンク１０に嵌め込められ、ケーシング３０には、ケーシング３０の中央にて
高さ方向に延在しておりねじ３５又は他の固定手段の通路のための孔３４がある。図示し
ているように、ケーシング３０は、ピボット１１、１２に対向するように配置されており
ばねとしてはたらく２つの弾性変形可能なアーム３２を有する。好ましいことに、ケーシ
ング３０には、弾性アーム３２を変形しやすくするギャップ３１があり、弾性アーム３２
の移動距離を制限し、弾性アーム３２が過度に変形することを防ぐ制限止め３３がある。
【００２１】
　ケーシング３０は、弾性変形を可能にするあらゆる材料で作ることができる。例えば、
特定のプラスチック、特定の複合材料、さらには、特定の金属や合金である。
【００２２】
　本発明によると、固定手段は、接続リンク１０内に組み入れられ、そして、２つのピボ
ット１１及び１２を通路の長手軸に沿って離間する弾性戻し手段１３によって形成された
棒体を有し、前記ピボット１１及び１２は、通路内を動くことができるようにマウントさ
れ、各ピボット１１、１２のそれぞれは、圧縮位置と配置位置の間を動くことができる。
この配置位置においては、ピボットは、ケースの各突起に形成されたハウジング内に配置
されるように設計されている。
【００２３】
　リンク１０は、ハウジング内において平行移動するように動くことができるようにマウ
ントされた２つのピボットを有する。このハウジングは、リンク内に形成され、好ましく
は、直円柱の断面を有する。これらのピボットは、取り付け手段を形成し、接続リンク１
０の側壁にて突き出ており、これによって、接続リンク１０が腕時計ケース１に固定され
るときに、突起２、３に形成された穴１０１、１０２と連係することができる。
【００２４】
　ピボット１１、１２は、配置位置と圧縮位置の間を動くことができるようにマウントさ
れる。配置位置においては、ピボット１１、１２はそれぞれ、突起２、３にあるの穴１０
１、１０２の１つと連係して、ケース１に対向するようにリンク１０を保持する。圧縮位
置においては、接続リンク１０は自由であり、ピボット１１、１２はリンク１０内で収縮
する。
【００２５】
　ピボット１１、１２はそれぞれ、図２に示すように、接続リンク１０内に形成されたハ
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ウジング内で平行移動のガイドをされる円筒状の本体を有する。ばね１３がこれらのピボ
ット１１、１２の間に位置しており、これによって、ばね１３は、ピボット１１、１２を
それらの配置位置に維持する傾向がある力を与える。また、ピボット１１、１２にはそれ
ぞれ、その一方の端において係合溝１１０、１２０があり、この係合溝１１０、１２０は
、開口２０を通して見ることができ、開口２０を通してアクセス可能であり、これによっ
て、係合溝１１０、１２０が工具と連係して、ピボットのそれぞれに同時に圧力を加えて
、これらのピボットが圧縮位置になり突き出なくなるように構成している。頭部と呼ばれ
る各ピボットの他方の端は、腕時計ケース１の突起２、３にある穴内に収容されるように
設計された円錐台の形又は円筒状の形を有する。したがって、ピボットの頭部によって、
前記穴の幾何学的構成に応じて、「緊張」効果を発揮させることができる。すなわち、ク
リアランスなしでケースに接続リンクを強く押し付けさせるような戻し力を与えることが
できる。
【００２６】
　もちろん、ピボット１１、１２の寸法や形を変えることができ、本体は、例えば、ハウ
ジング内におけるガイドが向上するように、より長い長さを有することができる。また、
当業者であれば、ピボット１１、１２の本体に中空部分を形成して、ばね１３の一端を受
けるようにすることを想到することができるであろう。また、ハウジング内において制限
止め手段を設けて、ハウジング内におけるピボット１１、１２の移動距離を抑えることが
できる。
【００２７】
　ピボット１１、１２は、プラスチック、セラミックス、複合材料、又は金属や金属合金
で作ることができる。これには、アモルファス又は部分的にアモルファスな金属合金が含
まれる。
【００２８】
　図２に示すように、突起２、３において機械加工によって形成された穴１００、１０１
は、直円柱の断面を有することができ、又は代わりに、円錐台の形に対応する断面を有す
ることができる。これらの穴は、図示したように突起にて垂直に機械加工することができ
、又は突起における穴の機械加工を容易にする任意の角度によって傾斜させることができ
る。
【００２９】
　本発明の１つの特定の有利な態様によると、突起２、３の穴１００、１０１の軸Ａと、
棒体の軸Ｂとは、わずかにずれており、これらの軸Ａ及びＢは、互いに平行であり、接続
リンクの中央面内にあり、これによって、リンク１０に形成されたハウジングの軸に対し
て穴の軸を打ち消し、このことによって、接続リンクの中央面におけるピボットを収容し
ているハウジングに垂直な方向のピボットの線形的な変位の結果として、腕時計ケースに
対して接続リンク１０を押し付け、接続リンク１０とケース１の間のクリアランスを自動
的になくす。
【００３０】
　当然、本発明は、上記実施形態に制限されず、当業者であれば、本特許出願に添付され
た請求の範囲によって定められる本発明の範囲から逸脱せずに、様々な変更や単純な変種
を想到することができる。特に、金属材料で作られているバンドのリンク及び腕時計ケー
スとともに本発明を説明したが、セラミックス、複合材料又はプラスチック材料のような
他の硬質材料によって作られたリンクやケースにも本発明を同じように適用することがで
きる。また、接続リンクは、プラスチックやゴムでオーバーモールドされていたり皮革や
織物で被覆されていたりする堅固な挿入体であることができる。
【符号の説明】
【００３１】
１　腕時計ケース
２、３　突起
４　ケース中間部
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５　ケース裏部
１０　接続リンク
１１、１２　ピボット
１３　弾性戻し手段
２０　開口
３０　ケーシング
３１　ギャップ
３２　弾性アーム
３３　制限止め
３５　ねじ
１００　ハウジング
１０１、１０２　穴
１１０　係合溝

【図１】 【図２】
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【図５】
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